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はじめに 

一般社団法人グローバル・クラスルーム日本協会 2026 年度 事務総長 小澤秀周 

 

 

 平素より、一般社団法人グローバル・クラスルーム日本協会の活動に対し、多大なるご理解とご支援を賜り、

厚く御礼申し上げます。 

 この度、第 20 回高校模擬国連国際大会への日本代表団派遣支援事業を無事に完遂する運びとなりました。本事

業の実施にあたり、多大なるご助成・ご後援をいただきました関係省庁、諸団体、ならびに多方面から温かい

ご支援を賜りました皆様に、心より深く感謝申し上げます。 

 本年度の派遣事業では、第 19 回全日本高校模擬国連大会にて選考された 4 校 8 名の代表団をニューヨークへと

派遣いたしました。生徒たちはそれぞれ「ハンガリー大使」「クウェート大使」として国際大会の舞台に立ち

ました。 

 世界各国から集った同世代のライバルたちと対峙し、国際社会が直面している課題について真摯に、実直に議

論を交わす経験は、彼らにとって極めて稀有な研鑽の場となったように思います。日本代表団は、各議場にお

いて積極的な発信を行うとともに、他国との協調的な対話を通じた合意形成に尽力し、高校生らしい情熱と柔

軟な発想をもって存在感を発揮いたしました。 

 参加した生徒たちは、限られた時間の中と異なる価値観の中で、自国の利益と国際社会の共通善の間で葛藤し

つつも最適解を模索し続けました。この努力を通じて改めて刺激された多角的な分析力、論理的思考力、そし

て異文化に対する深い洞察力は、単なる知識の習得を超え、将来のリーダーに不可欠な「対話の素養」として

結実することになると確信しております。 

 また、政策発表会から渡米、そして帰国後の報告会に至る一連の過程は、彼らにとって自らのアイデンティ

ティを再確認するとともに、グローバルな視野で担当国のあり方を問い直す貴重な機会となりました。 

 本報告書は、本年度の取り組みの軌跡を詳細に記録するとともに、派遣生たちの瑞々しい感性による振り返り

を収めております。本資料が、今後の模擬国連活動の発展、ひいては次世代の国際人材育成の一助となれば幸

いです。 

 弊協会は「豊かな国際感覚と社会性を有し未来の国際社会に指導的立場から大いに貢献できる人材を育成し輩

出する」という使命を胸に、今後もこの有意義な事業を継続・発展させてまいる所存です。引き続き、皆様の

変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。 
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団体紹介  

グローバル・クラスルーム日本協会は、高校模擬国連活動の普及と発展を目指し、全日本大会の開催及び国

際大会への派遣支援活動を行う団体です。私たちは、以下の理念に基づいてこれらの活動を行なっています。 

 「国際連合及び国際関係に関する研究と国際問題の正確な理解又その解決策の探求を促進するとともに、豊か

な国際感覚と社会性を有し未来の国際社会に指導的立場から大いに貢献できる人材を育成し輩出する。」 

2007 年、弊協会の前身たるグローバル・クラスルーム日本委員会が日本で初めて高校模擬国連国際大会への

日本代表団の派遣支援を行ったことから、日本の高校模擬国連活動が本格的にスタートしました。それ以降、

全日本高校模擬国連大会を毎年開催し、優秀な成果を残した生徒の高校模擬国連国際大会への派遣支援を続け

ています。 

会員 

アドバイザー（敬称略） 

特別顧問 明石 康 

公益財団法人京都国際会館理事長／元国連事務次長 

評議員（敬称略） 

評議員・代表理事 星野 俊也 

国連システム合同監査団（JIU）監査官/元国際連合日本政府代表部次席常駐代表 

評議員・理事 米山 宏 

公立小学校教諭 

評議員・理事 澤田 宏 

岐阜県立岐阜高等学校教諭 

評議員・理事 竹林 和彦 

明星学苑明星 institution 中等教育部教諭 

評議員 紀谷 昌彦 

日本模擬国連 OB／東南アジア諸国連合（ASEAN）日本政府代表部特命全権大使

運営会員（敬称略） 

事務総長 小澤 秀周 

 中央大学法学部法律学科３年 

研究局長 黒川 睦 

 大阪大学法学部国際公共政策学科３年 

広報局長 仲田 万智子 

慶應義塾大学文学部人文社会学科３年 

 

 

総務局長兼副事務総長 城戸 優空 

 東京外国語大学国際日本学部国際日本学科２年 

主計局長 江頭 志駿 

 早稲田大学文化構想学部３年 

派遣担当主査兼副事務総長 草間 咲良 

 慶應義塾大学法学部政治学科２年 
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派遣担当主査 小池 翔太 

 東京大学教養学部理科一類２年 

推進主査 北村 優翔 

 東京外国語大学国際社会学部国際社会学科２年 

推進主査 三澤 聖子 

 国際教養大学国際教養学部３年 

委員 浅野 晋伍 

 慶応義塾大学法学部１年 

委員 安達 柊都季 

 南山大学国際教養学部国際教養学科２年 

委員 嵐田 倖永 

 清華大学至善書院２年 

委員 稲垣 秀哉 

 早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科２年 

委員 井上 結里加 

 千葉大学国際教養学部国際教養学科２年 

委員 神尾 咲希 

 早稲田大学政治経済学部政治学科２年 

委員 佳山 榮晃 

 青山学院大学地球社会共生学部地球社会共生学科２

年 

委員 小島 圭登 

 東京大学法学部第 3類(政治コース)３年 

委員 齋藤 央 

 東京外国語大学国際社会学部国際社会学科１年 

委員 田中 絢音 

 津田塾大学総合政策学部総合政策学科２年 

 

委員 田邊 優也 

 早稲田大学政治経済学部・経済学科２年 

委員 冨山 美咲 

 東京大学教養学部文科二類１年 

委員 中農 陽向 

 東京大学教養学部文科三類２年 

委員 難波 壮太 

 早稲田大学社会科学部１年 

委員 二角 莉央 

 東京外国語大学国際社会学部国際社会学科１年 

委員 藤木 惺也 

 中央大学法学部国際企業関係法学科２年 

委員 二井 春香 

 慶應大学法学部政治学科１年 

委員 桝田 啓太郎 

 慶應義塾大学法学部政治学科２年 

委員 村田 桜彩 

 関西外国語大学英語国際学部英語国際学科国際関係

学専攻１年 

委員 吉野 紅彩 

 津田塾大学総合政策学部総合政策学科１年 

——————————————————————– 

中満 泉 

 日本模擬国連 OG/ 国連事務次長および国連軍縮担当

上級代表 

2026年 4 月現在 
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議場概要・派遣報告 

 
企画名称 

2026年度高校模擬国連国際大会への第 20回日本代表団派遣支援事業 

主催 

一般社団法人 グローバル・クラスルーム日本協会(JCGC) 

内容 

米国ニューヨーク市において開催される高校模擬国連国際大会(Global Classroom International Model United 

Nations Conference)に、グローバル・クラスルーム日本協会主催の第 19回全日本高校模擬国連大会にて選出され

た高校生が日本代表団として参加するための派遣支援事業です。 

参加 

 

1)日本代表団 (8名) 

公文国際学園高等部   大澤初音・伊藤優那 

灘高等学校         戸田悠一朗・小森龍太郎    

渋谷教育学園渋谷高等学校   小島杏里・丹羽太郎 

小林聖心女子学院高等学校   北場千晶・永原泉 

 

2)一般社団法人 グローバル・クラスルーム日本協会(3 名) 

評議員      竹林 和彦 

派遣担当主査   小池 翔太 

派遣担当主査   草間 咲良 
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参加会議 

 

高校 
派遣者 議場 担当国 議題 

公文国際学園

高等部 

大澤初音 

伊藤優那 

宇宙空間平和利用

委員会 

COPUOS 

(United Nations 

Committee On the 

Peaceful Uses of 

Outer Space) 

Hungary 

宇宙の安全保障と宇宙における軍拡競争の防止 

Space Security and Prevention of an Arms Race in 

Outer Space 

灘高等学校 
戸田悠一朗 

小森龍太郎 

宇宙空間平和利用

委員会 

COPUOS 

(United Nations 

Committee On the 

Peaceful Uses of 

Outer Space) 

Kuwait 

宇宙の安全保障と宇宙における軍拡競争の防止 

Space Security and Prevention of an Arms Race in 

Outer Space 

渋谷教育学園 

渋谷高等学校 
小島杏里 

国際電気通信連合 

ITU 

(International 

Telecommunication 

Union) 

Hungary 

監視の利用の再評価 

Reassessing the Use of Surveillance 

小林聖心女子

学院高等学校 

北場千晶 

永原泉 

国際電気通信連合 

ITU 

(International 

Telecommunication 

Union) 

Kuwait 

監視の利用の再評価 

Reassessing the Use of Surveillance 

 

 

表敬訪問先一覧(順不同) 

 

● 国際連合大学本部 

● 国連開発計画駐日代表事務所 (UNDP Tokyo) 

● 国連ボランティア計画（UNV）東京駐在事務所 

● 国際労働機関（ILO）駐日事務所  

● 国際連合人口基金（UNFPA）駐日事務所  

● 国際連合日本政府代表部 大使・次席常駐代表 梅津茂様 

● 国際連合日本政府代表部 三等書記官 古川友理様 

● 国連事務次長・軍縮担当上級代表 中満泉様 

● 国連職員(予算財務オフィサー) 山口和也様 
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派遣生 

 

 

受賞 

最優秀賞(Secretary General Award)  渋谷教育学園渋谷高等学校 
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参加者報告(派遣生サポート) 

一般社団法人グローバル・クラスルーム日本協会 2026 年度研究局長 

大阪大学 法学部国際公共政策学科 3年 黒川睦 

 

 

 初めに、本年度の派遣事業の実施にあたり、ご協力・ご支援いただいた皆さま、各校の先生方、派遣生一同

に心より厚く御礼申し上げます。本事業を通じ、私ども研究局は派遣生の会議面のサポートを行ってまいりま

した。 

 

 派遣生が挑んだニューヨークでの国際大会は、例年難解な議題が設定されることに加え、使用言語もすべて

英語に設定されています。本年度もその例にもれず、難解な議題が課されました。議題理解や国益策定、また

政策立案に至るまで、派遣生とのメンターを通じてサポートを行ってきましたが、大学生である我々も苦労を

するものばかりでした。数回にわたりワークシートにコメントをつけて返却をするなど、派遣生のそばで最も

利益になるよう務めていました。少々ワークシートを重いものにしてしまいましたが、派遣生はそのワークシ

ートにすべて答えてくれたほか、その他の難解な議題理解に真正面から真摯に取り組み、我々の想定を超えた

完成度の会議準備をしてくれました。 

 

 会議本番においても、言語の壁はやはり高かったようですが、それでも一生懸命事前準備してきたものを発

揮してくれました。しかしながら会議形式の違いなどに苦しむ様子も見受けられました。そんな困難な状況下

にあっても、派遣生は全員ができること・すべきことを果たしてくれたと思っています。研究局員は一人も渡

米しておりませんので、我々は遠い地から見守ることしかできませんでしたが、心配をしなくても良いのでは

ないかと思わせてくれるほど、たくましく心強い姿を、派遣生全員が見せてくれました。 

 

 現在の国際情勢は決して良いものとは言えません。我々は、さまざまな各国の思惑が絡み合い、理想状態に

対して現実から取れるアプローチが減っていく中でも、創造力（creativity）を持って、多様化する国際問題に取

り組んでいく必要があります。何が最適な手段である（あった）のか、は歴史の検証するところであり、今日

ではその善悪を判断できません。その暗闇の中で、可能性を考慮し、負の影響を可能な限り減らす。模擬国連

において、最も要求される力であると思います。複雑化する現代であるからこそ、模擬国連がより役割を増大

させているようにも思われます。 

 

 今後も、模擬国連の教育的な価値を重要視しつつ、さらに多くの高校生に対する普及活動や、全日本大会の

開催など模擬国連事業に取り組んでまいります。 

 

 末筆にはなりますが、本事業を通じて、ご支援・ご協力いただきました皆さまに改めて御礼申し上げます。 
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参加者報告(アドバイザー) 

一般社団法人 グローバル・クラスルーム日本協会 派遣担当主査 

慶応義塾大学 法学部政治学科 2年 草間咲良 

東京大学 教養学部前期課程理科一類 2 年 小池翔太 

 

 初めに、本派遣事業実施にあたり弊協会へご支援くださいました企業・団体の皆様、活動を見守ってくださ

いました派遣校担当教諭の皆様と保護者の皆様、そして最後まで全力で国際大会を頑張りぬいた派遣生に御礼

申し上げます。 

 昨年度に引き続き、今年度も全日本高校模擬国連大会で選考された 4校 8名の高校生が派遣事業に参加いたし

ました。本派遣支援事業では、派遣生が国際大会で活躍するために会議準備等、弊協会スタッフによる様々な

サポートを行っております。今年度は、例年通りの「Support Paper」、「Strategy Paper」のほかに、各校ごとに

弊協会事務局員がメンターを担当し、派遣生の議題や政策への理解を深めました。 今年度は、主に以下の 5つ

のサポートを行いました。 

1. Support Paper 

Support Paper とは、議題や議場、担当国についてリサーチをし、その後考えた政策や国益をまとめた資

料になります。より深い理解のために、議題に関する国際社会の取り組みの歴史やなぜこのようなスタ

ンスをとるのか、政策のコスト、利益享受主体、次の課題などについて深堀をします。この資料提出後、

弊協会のスタッフが何回かにわたりフィードバックをし、政策にブラッシュアップを行います。 

2. Strategy Paper 

Strategy Paper とは、会議での戦略について整理する資料です。Support Paper の方で考えた議場、国益、

政策を確認した後、会議行動や設定した国益をどのような形で達成するかについて考えます。具体的に

は、提案の仕方やそれに対して考えられる反駁などについて熟考し、弊協会スタッフによるフィードバ

ックを受けます。 

3. PPの添削 

国際大会では、PP(Position Paper)と呼ばれる担当国のスタンスや政策などを記した資料を作成します。

派遣生が提出した PPを弊協会スタッフによって何度か添削を行いました。 

4. メンター制度 

例年と異なり、原則各ペアにつき 1人ずつGCスタッフがサポートを担当し、メンターや Support Paper、

Strategy Paper、PP の添削などを行いました。同じスタッフが一貫して行うことで、派遣生の議論過程な

どを把握することができ、より質の高い政策や会議行動を考えることにつながりました。 

5. 過去の派遣支援事業参加者との交流 

今年度は新たに、国際会議で解像度を上げ会議行動を考えるうえでそれを活かすことを目的として、過

去の派遣生から実際の国際会議の様子について聞く会をオンラインで開きました。例年、日本の模擬国

連と様々な点で異なる国際大会の様子が想像しにくいという問題があり、この解決に向けこのような会

を開催しました。 

 派遣生にとってハードな会議準備となったかもしれませんが、今年度の派遣生の模擬国連に対するひたむき

な姿勢には目を見張るものがあり、毎週のように弊協会が提供するメンター制度を利用し、成長を重ねていき

ました。  
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一般社団法人 グローバル・クラスルーム日本協会 派遣担当主査 

慶応義塾大学 法学部政治学科 2年 草間咲良 

 

 初めに、本年度の事業の実施にあたりご協力・ご支援いただいた皆様を始め、各校の先生方、派遣生一同に

心より厚く御礼申し上げます。 

 私は、模擬国連をすることの意義を「国際社会について知ること」と「仲間との交流」であると考えており、

この派遣事業はまさにこの 2つの重要性を改めて認識した機会となりました。 

 国際問題は我々にとって身近でないものも多く、国連や大使なども遠い存在のように感じがちですが、まず

「知る」ということが問題解決への第一歩だと考えています。直接課題の解決に貢献できなくても、現状や解

決のための行動を「知る」ことで意識が変わり、その後の物事に対する姿勢や考え方が異なってくると思いま

す。この少しの意識の違いが今後さらに発展していき、目に見える成果となっていくのだと信じています。模

擬国連は「知る」ことができる機会として非常に有意義です。 

 派遣担当として、模擬国連を通して国際問題や情勢を「知る」ことから始まった派遣生が、担当する大使と

しての国益やその達成に向けた行動を論理的、批判的思考を用いて熟考し、大会後もこの経験をもとに今度は

急速に変化する国際社会や社会の中で、実際に何ができるかについて考え、成長していく派遣生の姿を見てい

ました。この流れは、模擬国連の意義の一つが「知る」ことであることを再認識した機会でした。 

 また、模擬国連を通じて得た仲間はかけがえのない存在であり、お互いに高めあうことのできる最高の仲間

です。今年の派遣生の切磋琢磨し、助け合いながら確実に成長していく姿は、模擬国連を通じて得たたくさん

の仲間の尊さについて改めて考えるきっかけとなりました。 

 派遣 20 期の派遣担当主査として、派遣支援事業に携わることができ多くの学びを得られたことを大変嬉しく

思います。引き続き、弊協会として中高生に向け「知る」の機会となる模擬国連活動の普及・推進に向けて尽

力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。模擬国連のさらなる可能性と発展に期待し、私

からの報告とさせていただきます。 

 

一般社団法人 グローバル・クラスルーム日本協会 派遣担当主査 

東京大学 教養学部前期課程理科一類 2 年 小池翔太 

 

 今の時代に生きる我々は「多様性」という非常に難解な概念と対峙し、それが何を意味するかを日々考えさ

せられています。 

 どんな才能や能力を持った人でも、100年と少ししか生きられない中で 1 人で成し遂げることには限りがある

でしょう。 

 哲学者ハンス・ゲオルク・ガダマーは、ある人が見渡せる視界(=既存の経験や知識に基づいた見える世界)に

は限界があり、その限界を地平と呼びました。私たちは誰しも、自分が育った文化や学んだ知識、つまり先入

観に縛られて思考しています。 

 たった 1 人の地平の中で、思いつくアイデア、起こせる行動は限られており、それらだけで世界平和を念頭

に置くような、様々な立場を考慮しなければならない複雑な課題を解決することはできません。我々は互いの

地平を共有し、多様な視点を融合し、解決策を模索する必要があります。 

 しかし、その共有は決して易しいものではありません。むしろ痛みを伴うものでしょう。自分が正しいと思

っていたことが通用しないと知るドラスティックな体験が必要なのです。異なる地平の中にいる他者は、初見

では自分の常識では全く理解できないように思えることもあります。自分の先入観を脇に置き、「なぜ相手は
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そう考えているのか」と問いかけます。さらに他者の意見の存在により相対化された自分の意見に対しても、

「なぜ自分はそう考えていたのだろう」と自分自身に問い直します。このような姿勢で対話を重ねることで他

者と地平を共有し、新たな視点を獲得することができます。 

 複雑な問題を解決するために、多様なアイデアを生み出す多様なバックグラウンドの存在を認め、他者の意

見の中に自己の意見を相対化していくことは、多様性の根幹をなす、大きな要素の一つではないでしょうか。 

 派遣生はまさにこの「地平の融合」を体現していきました。彼らは、本派遣支援事業、特に国連事務次長を

はじめとする表敬訪問や、共に会議に参加した世界各国の高校生との交流を通して、自己の相対化を行い、自

身の地平を広げていきました。このような経験は彼らに、彼らが将来どの分野に進もうとも、十分に活躍して

いける資質を与えたと言えるでしょう。 

 次年度以降も弊協会主催の全日本高校生模擬国連大会、派遣支援事業を通して、できるだけ多くの高校生に

このような機会を提供できるよう努めてまいります。今後ともご支援ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 
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表敬訪問報告 

国際連合開発計画(United Nations Development Programme) 

国際労働機構(International Labour Organization) 

国連人口基金(United Nations Population Fund) 

国連ボランティア計画(United Nations Volunteers) 
 

文責：小林聖心女子学院高等学校 北場千晶・永原泉 

 

 

 今回、第２０期日本代表派遣団として私たちは国

連大学本部を訪問し国際連合開発計画(UNDP)・国

際労働機構(ILO)・国連人口基金(UNFPA)・国連ボ

ランティア計画(UNV)への表敬訪問をさせていただ

きました。今回の国連大学での表敬訪問で得た学び

について、ご報告致します。 

 

 初めにお話してくださった UNDPという機関は、

貧困や格差、気候変動といった不公正に終止符を打

つために創設されました。今回の訪問では主に

UNDP の構造や地方事務局での仕事についてのお話

を聞きました。特に印象に残ったのは、advice with 

evidence という言葉です。地方事務局では、地域住

民にアプローチする際にまずは理解してもらうこと

に重点的に取り組むそうです。根拠を示し、一般の

方にもわかりやすいように説明することが本当の意

味で貧困や格差を解決するためのキャパシティビル

ディングにつながるとのことでした。模擬国連をす

る際の交渉技術についても教えていただき、やはり対話においては相手に理解してもらうことを第一歩とすべ

きであると再確認することができました。 

 

 続いて国連ボランティア計画（UNV）は､国連開発計画（UNDP）の下部組織として 1970年の国連総会決議に

よって創設された機関です。開発途上国における開発支援や紛争地域での緊急援助、その後の平和構築活動な

どに貢献する意志のある市民を世界中から募り、各国政府や国連機関、NGO などの要請に応じて「国連ボラン

ティア」として現地に専門家を派遣しています。今回国連ボランティア計画について説明してくださった方は、

聖心の卒業生の方でした。同じ聖心の先輩がご活躍されている姿を実際に拝見することができとても光栄でし

た。特に今回のお話の中で、「したいこととできることは違う」と仰っていたことがとても印象に残っていま

す。政策立案の前提と条件を明確に区別することで、実効性のある政策立案ができるということを学ぶことが

できました。 

 

 そして国連唯一の三者構成機関である ILO は、187 の加盟国の政府、使用者、労働者を結集させ、すべての男

女にとって働きがいのある人間らしい仕事を促進するプログラムの立案を行っています。特に印象に残ったの

は、ILOの働きかけによってある国の法律が変わったことがあるというお話でした。それまで限定的だった労働

者の保障を誰でも受けられるようになったという実際の成果を知り、第三者機関の有用性に気が付きました。
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ILOでは法的拘束力を持たない勧告が中心ですが、必ずしも実行力が低いわけではないということを学びました。

グローバル化が進み、ケア労働者も国境を超えて活動するようになった中で、国際機関である ILO が担う役割

としてディーセントワークの推進が特に重要であるそうです。 

 

 最後にお話していただいた国連人口基金（UNFPA）は、すべての妊娠が望まれ、若者の可能性が発揮される

世界を目指す国連機関です。 今回のお話の中で特に「すべての妊娠が望まれ、すべての出産が安全に行われ、

すべての若者の可能性が満たされるようにする為には男性へのアプローチが欠かせない」と教えていただいた

ことが印象に残っています。妊娠や出産は、女性側への責任や負担が大きくなりがちなため、女性の社会進出

が進んだ近年の出生率は低下している一方で、一部の途上国では望まない妊娠を強いられている女性が数多く

存在します。そのため、男性側の正しい理解を促進させることが大切だと教えていただきました。 

 

 国連の資金不足や機能不全が指摘されているなかで、このような国連の代表的な機関の実際の仕事について

知ることができたことは、国際大会前の私たちにとって国連のあり方を考えるよい機会となりました。改めて、

今回このような貴重な機会をいただけたことに心から感謝申し上げます。 
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中満泉 国連事務次長および国連軍縮担当上級代表 

文責：渋谷教育学園渋谷高等学校 小島杏里 

 

 思えば、軍縮に向けた初めの一歩

は、中満泉さんがきっかけでした。 

 

 高校一年生の 11月。学校研修で広島

を訪れ、全日本大会で「若者と軍縮、

不拡散と平和」を扱った後のこと。被

爆者の証言、焼け焦げた遺品、模擬国

連での議論。全てがぐちゃぐちゃに混

ざり合っていた時、日本人女性初の国

連事務次長として軍縮担当上級代表を

務める中満さんの記事を読みました。 

 

 

「NPT という条約では 1967 年の時点で核兵器を持っていた国は核兵器保有国というふうに認められている、そ

ういうタイプの「持てるもの」・「持たざるもの」の間で線を引いたような条約の交渉というのはありえない

[...]。 AIを使った完全な自律型の兵器のようなものが実際に開発されて配備されていくようなことになる以前に

この条約をつくっていかなければいけない」 

 

（NHK「AI兵器が戦場に 歯止めはかけられるのか」） 

 

 これを契機に私は「予防的規制」、兵器が戦場に現れる前に国際的な禁止を実現するアプローチに惹かれま

した。 

 今、その焦点にあるのは自律型致死兵器システム（LAWS）。人間の判断なしに AI が標的を選択し攻撃する

兵器で「第三の軍事革命」とも呼ばれます。その予防的規制を卒業論文の題材に選びました。 

 表敬訪問ではその完成稿を、中満さんに手渡すことができました。真剣な表情が和らぎ、笑顔を見せてくれ

た瞬間、長年の夢が叶いました。他にも「来週開催される NPT 再検討会議は、中東情勢により難航しそうだ」

といったリアルタイムの心労や、LAWS・宇宙軍縮についてお話しくださいました。 

 最も印象に残ったのは、人としての中満さんです。話し始めた瞬間、空気がぴんと張りつめて、思わず姿勢

を正してしまう。特別声が大きいわけでも、装いが派手なわけでもない。しかし長年にわたり軍縮交渉の最前

線に立ち続けてきた人だけが持つ揺るがない正義の芯を見ました。 

 国連本部には、リアルタイムでその日の世界の軍事支出が更新される展示がありました。その日の昼時点で

約 28.1 億ドル。毎秒積み重なる数字を見ながら、私はどうしても、「暴力の均衡」によってしか平和が維持さ

れない現状に違和感と悲しさを覚えました。 
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 実際、NPT 再検討会議は、4 週間の交渉を経ても、大国間の非難の応酬で全会一致に至らず、成果文書採択は

見送られました。LAWS も、グテーレス事務総長は 2026 年までの条約交渉を呼びかけていますが、難航してい

ます。 

 どうにかしたい。ただ、戦争も暴力も経験したことのない私に、「非暴力」を語る資格はあるのだろうか。

そんな迷いがありました。 

 そんな時、再び中満さんの言葉に出会いました。 

 

「特に若い人たちは、どうも平和というと、国際政治とか、ちょっと難しい、自分とは遠いところにあるよう

に感じる人も多いかと思いますが、[...] 戦争で犠牲になったのは若い人たちも多かったわけです。そういう人た

ちに思いを寄せていくことによって、自分だったらどうだろうということを、想像力を働かせていく。[...] そこ

から、周りの人と議論して、自分に何ができるのかを考えていく、そして行動を起こしていく。そういった点

が線としてつながり、多くの人が加わってさらに面になっていくと、恐らく平和は守られる」 

 

（調査情報デジタル「中満泉国連事務次長『想像力を働かせて平和の問題を自分事に』」） 

 

 中満さんの存在は、戦争を体験したことのない私達でも「追体験」ができる、非暴力を当たり前のこととし

て語れる、と背中を押してくれます。 

 政治を最後に動かすのは世論です。Youth4Disarmamentや UNODAの SNSをフォローしてみる。足を伸ばして

イベントに参加してみる。海外の友達に原爆のことを話してみる。それだけでも何かが変わるはず。 

 今後も世界平和に向けて、一歩ずつ歩み続けようと思います。 
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梅津茂 日本政府代表部大使および次席常駐代表 

文責：灘高等学校 小森龍太郎 

 

 

 日本政府代表部の訪問歓迎用のあの部屋

は、いつ見ても感情が高まる。日本らしい落

ち着いた照明と飾り付けられた書初め、そし

てどでかい日本国旗を背に楕円上に並ぶソフ

ァー。そこに座っているとまるで自分が世界

を動かす外交官の一人であるかのような錯覚

に陥ります。 

緊張と興奮が入り混じる中、梅津大使がいら

っしゃって表敬訪問は始まりました。 

 

 梅津様はとても物腰柔らかに我々の質問に

一つずつ答えてくださりました。しかしその

背中は国連という現場で日本を背負う背中で

す。言葉では言い表せない独特の気迫をひしひしと感じました。 

 

 僕が印象に残ったのは「人間の安全保障」についてのお話です。国連での議論において、各国の取り扱う事

実認識があまりに乖離している―「共通理解の瓦解」―についての問題意識を取り上げられ、日本が「人権」

に代わる新たな理解の基盤として「人間の安全保障」というスローガンを掲げていることを教えてくださいま

した。日本は各国との間での調整力に優れた外交を発揮するというのは訪問全体で共通していた見解でした

が、なるほどその特性を活かして国際益を多く含むスローガンを発布しプレゼンスを高めていると。こういっ

た日本らしさ全開の外交の話を聞くとなんだか嬉しくなりました。 

 

 しかし一方で、各国が同じように自らのスローガンを持ち寄ることで、さらに問題が複雑化し共通理解の瓦

解へと繋がっているのではないだろうか。模擬国連でもそのような混乱はたまに見かけます。新しい分類、政

策、名称、、これらは価値観外交として機能するが、それらが乱立する中で「人間の安全保障」をあえて提唱

する意味とは何か。 

 

 僕のこの質問に対し、梅津大使は笑顔でこう仰りました。「日本発祥かどうかはどっちでもいい。名前が変

わってしまってもいい。ただ「人間の安全保障」によって国際社会が漸進すればいいという一心で我々は動い

ている。」と。 

国連大使の世界をよくしようという情熱が垣間見えた瞬間でした。 

 

 アカデミックに触れ続けていると、理念だけを並べリアリスティックに国連の機能不全やリベラルな部分を

冷笑しがちです。しかし、世界をリアルタイムで動かす実践家が存在しているということ、彼らがいかに高尚

な精神と強固なロジックをもとに働いているかということは忘れてはいけません。あの 5日間、表敬訪問や国

連派遣を通じて国際社会の漸進感に身を置いたことは、新たな視点で国際関係を捉える契機となりました。僕

は「国際人」たろうとすることの重要性を再び認識することができました。 

 

 梅津様、そして GCの皆さま、このような大変貴重な機会をいただき、有難うございました。 
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 とはいえ、あの返答は半分建前で、必ず価値観外交による国益・プレゼンスも同様に重要視しているはずで

す。やっぱり外交はこうでなくてはなりません。本音を見せない国連大使の老獪さもまた、僕には刺激的でし

た。 
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国連職員(予算財務オフィサー)山口和也様 

 

文責：灘高等学校 戸田悠一朗 

公文国際学園高等部 大澤初音・伊藤優那 

 

 

 山口様がしてくださったお話の中で私

にとって一番印象的だったのは、国連で

職員は一生懸命働いているように見える

が、実際は予算が足りていないのでパソ

コンが動かず実際にはそこまで働いてい

ないというものです。我々が模擬国連会

議の中で「国連」という言葉を使うと

き、それは非常に概念的で便利なものと

してイメージされがちですが、実際のと

ころ所詮国連も建物と職員の集合体であ

り、職員だっていつも働くわけではない

のです。 

 

 このようにイメージではなく実体で捉

えられるようになることは非常に重要で

す。実体では職員は働かなかったりやる

気を出さなかったりするかもしれません。職員間でのコミュニケーション不足で仕事が滞るかもしれません。

予算の分配を巡って部門同士で対立するかもしれません。 

 

 もっと言えば加盟国でさえも一枚岩ではありません。模擬国連では「アメリカはこう考える」「中国はこう

主張する」と国家を一つの意思を持った存在として扱いますが、実際には政府内にも複数の省庁や政治勢力が

存在し、それぞれ異なる利害や優先順位を持っています。ある政策を推進したい外務省と、それに慎重な財務

当局が対立することもありますし、政権と議会の意見が一致しないこともあります。 

 

 情報についても同様です。私たちはしばしば「国連は状況を把握している」と考えがちですが、実際には紛

争地域や災害地域から十分な情報を集めること自体が困難な場合があります。現地職員が安全上の理由で移動

できなかったり、通信環境が整っていなかったりすることもあります。 

 

 実体とは複雑系でありめんどくさいです。従って議論の中では単純化したイメージを利用して考えなければ

なりません。しかし単純化することで見逃されるディテールが存在することを忘れてはいけません。模擬国連

をやる人の中には将来政策決定者になりたい人もいるでしょう。政策決定者が単純化されたイメージに基づい

て政策決定をし、実体のディテールを無視するとろくな事にならないことを歴史が証明しています。共産主義

の失敗やアメリカがイラク戦争で結局イラクの民主化に失敗したことなどが例として挙げられるでしょう。従

って模擬国連をやる人は是非国連の実体をその眼でみるべきだと固く信じます。           (戸田) 

 

 私たちは、23日に、国連職員(予算財務オフィサー)であり現在はニューヨークの国連本部にて国連平和

維持活動（PKO）の予算編成等に携わられている山口知也さんにお話を伺いました。山口さんは、東京外
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国語大学卒業後、外務省で公式スペイン

語通訳官や各国大使館での勤務を経て、

2022年より現職で国連の運営を支えら

れています。 

 本訪問では特に UN80イニシアチブに

ついてお話を伺いました。UN80イニシ

アチブは、国連が創設 80周年を迎える

にあたり、アントニオ・グテーレス国連

事務総長が主導して進めている国連史上

最大規模の組織・財政改革プランです。

財政難という困難に直面しつつも、この

改革は組織の無駄を削ぎ落とし、より洗

練された効率的な体制へと進化を遂げる

ための重要な契機でもあると山口さんは仰っていました。 

 お話を伺い、模擬国連での政策立案においてしばしば議論される 「資金援助」の現実的な難しさを改め

て痛感しました。金銭問題は平和の根底に関わる極めてシビアな課題であり、そこには各国のキャパシテ

ィや格差が存在します。使えるリソースが限られている中で優先順位を定め、長期的な視点を持って課題

解決に取り組む必要があると感じました。また、より質の高い模擬国連を行うため、現実をより明確に理

解するためにも、実際に現場で活動されている方々のお話は非常に大きな学びになると感じました。 

 最前線で国連運営を支え、解決策を模索し続ける山口さんの姿勢は、まさに私たちが模範とすべきもの

でした。 今回のお話を通して、理想だけではなく現実的な視点を持って課題解決を考えることの重要性を

学び、自分自身の視野をさらに広げる貴重な機会となりました。  

(大澤・伊藤) 
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国連日本政府代表部 三等書記官 古川友里様 

 

文責：公文国際学園高等部 大澤初音・伊藤優那 

 

 

 4月 24 日に、国連本部で日本政府代表部の古川友里

さんにお話を伺いました。古川さんは、アメリカの

Smith Collegeを卒業後、様々なキャリアを経て、昨年か

ら日本政府代表団の一員としてニューヨークで勤務され

ており、現在は国連関連業務に携わっていらっしゃいま

す。 

 お話の中で特に印象に残ったのは、古川さんご自身も

模擬国連の経験者であり、「模擬」で終わらせたくない

という思いから国際機関を志し、国連インターンへの挑

戦を重ねながら現在のキャリアを築かれたというお話で

した。また、国連での交渉や合意形成では、会議の場だ

けでなく、日頃から信頼関係を築くことが重要であると教えていただきました。 

 さらに、現在担当されている国連総会第 2 委員会（GA2）では、2030年以降の国際社会の目標をどのように

構想していくのかについて議論が行われていることを伺いました。各国の状況は大きく異なるため、一律の解

決策ではなく、それぞれの国や地域に適した形で目標を実現していく視点が求められていることが印象的でし

た。 

 また、模擬国連では、説得力のあるスピーチや交渉によって他国の考えを動かし、合意形成につながること

があります。しかし、実際の国連では各国が自国の政治的利益を重視して意思決定を行うため、より複雑な調

整や交渉が求められることを伺いました。模擬国連を経験しているからこそ、現実の国際交渉との違いについ

てのお話は印象的でした。 

 今回のお話を通して、目標に向かって挑戦を続けることの大切さや、国連での業務が多様な利害関係の中で

行われる難しいものであることを学びました。また、模擬国連と実際の国連との間には大きな違いがあること

を知り、国際社会の現実を理解する貴重な機会となりました。これからは、古川さんのお話から得た学びを模

擬国連活動や進路選択に生かしていきたいと思います。 
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参加者報告(派遣生) 

キセキ 
公文国際学園高等部 大澤初音 

 

 

 模擬国連で得たもの。交渉力、リサーチ能力、言語化能力、英語力、知

識、コミュニケーション能力、リーダーシップ力、スピーチ力、思考力、

プレゼン力、表現力・・・。 

私が模擬国連と向き合ってきた 3年間で得たもの、そして成長できたこと

は、ここには書ききれないほどたくさんあります。しかし私が最終的に最

も重要だと感じたことは、実はスキルそのものではありません。 

それは、「運を味方につけること」、そして「その偶然の 1 つ 1つを絶対

に逃さないこと」です。 

模擬国連では、担当国も、議題も、議場も、出会う人も自分では選べませ

ん。だからこそ、その偶然の中で出会った人や突然訪れた機会をどう生か

すかは自分次第だと思うのです。 

 

 第 19回全日本高校生模擬国連大会にて優秀賞をいただいてから、約半

年。私たち派遣 20 期は 2026/4/24～26の国際大会に参加させていただきま

した。長かったようで、あっという間だった半年間。その中で私が学んだこと、感じたこと、吸収したことを

この場でご報告させていただきます。 

 

 私が模擬国連にハマったのは、中学三年生の春でした。何をしたらいいのか、何が正解なのか、アンモデの

立ち回り方も、YESYES交渉の意味も何一つ分からない。そんな中で、公文国際学園からは前例がなかったニ

ューヨーク派遣を目指すのは、まさに暗闇の中を手探りで進んでいるような感覚でした。「リーダーのあり方

とは？｣｢理想の大使とは？｣｢模擬国連のあるべき姿とはなにか？｣｢そもそも今の大使の在り方は正しいのか？｣

相方の優那と模擬国連に対し常に疑問を投げかけながら追求し、一歩ずつ前に進んできた三年間は、今の私を

大きく形作っています。だからこそ、私たちの信じて追求してきた形が、実際に通用し、全日本大会で優秀賞

をいただいた時の感動は、今でも言葉にできません。 

さて、私たちは国際大会では、COPUOS（国連宇宙空間平和利用委員会）の「Space Security and Prevention of an 

arms race（宇宙安全保障と軍拡競争の防止） 」という議題でハンガリー大使を担当しました。地理的・歴史的

に多様な背景を持ち、政党によっても主張が大きく異なるハンガリー。国ごとの利害が激しく対立するこの議

題において、ハンガリーの「本当の国益」を見つけ出すことは容易ではありませんでした。 

そのなかで、私の大きな支えとなったのが、グローバル・クラスルームの大学生の方とのミーティングです。

疑問が浮かぶたびに徹底的に向き合い、新しいアイデアや解決策を一緒になって考えてくださいました。対話

を重ねる中で、私は「知る」ということの本質的なおもしろさや、探究することの楽しさに気づくことができ

ました。 

 そして、同じ議場の灘高校の二人からも新しい視点をもらい、リサーチはさらに深まっていきました。 ハン

ガリー政府は、国民は、EUは、そして米露などの大国は何を求めているのか――。あらゆる角度から、今まで

で一番深いリサーチを重ねました。 

 羽田空港を飛び立つ頃には、ハンガリーの国民以上に、その宇宙政策について深く理解し、語ることができ

るという強い確信がありました。 優那と毎晩電話をして議論を重ねた日々は、間違いなく国際大会に挑む上で

の大きな自信へと繋がっていました。  

 

 しかし、実際の会議は「思い通りにいかない」ことの連続でした。議場が目指している方向性も、大使の模

擬国連に対する姿勢も考え方も、日本で経験してきたものとは大きく異なっていたからです。 

様々な準備や対策をしたつもりではありましたが、 いわゆる純ジャパの私にとって言語の壁は想像以上に高

く、自分を見失って、何をすべきかわからなくなる場面もありました。その時私は、こうした価値観や考え方

の相違、そして言語によるコミュニケーションの齟齬こそが、ときに現実の世界を分断してしまう要因の一つ
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なのだと肌で感じました。 

 一方で、右も左もわからない私に笑顔で歩み寄り、状況を説明してくれたり、知っている日本語を交えて場

を和ませてくれたりする大使たちもいました。確かにそこには、言語の壁も、価値観の差も、利害の不一致も

ありました。しかし、それでもなお、人と人は対話によってつながることができるのだと、身をもって実感し

た瞬間でもありました。  

 

 また、表敬訪問では、 私たちは 3⽉下旬に国連⼤学を訪問し、さらにニューヨークでは中満泉様をはじめと

する国連関係者と⽇本政府代表部の方々を訪問しました。 世界の第一線で働かれている方々の言葉は、どれも

重みがあり、私の物事の捉え方に大きな影響を与えてくださいました。常に前を向き、平和のために努力を惜

しまない姿勢に、私は強い憧れを感じました。 

なかでも印象に残っているのは、国連の存在意義に対するお話の中で引用されていた、第 2代国連事務総長ダ

グ・ハマーショルド氏の「国連は人類を天国に導くためではなく、地獄から救うために創られた」という言葉

です。  

 それまでの私は、国連をどこか「世界平和を実現するための万能な組織」のように捉えていたのかもしれま

せん。しかしこの言葉を聞いた時、綺麗事だけでは進まない国際政治の現実を突きつけられると同時に、最悪

の事態を瀬戸際で食い止め続けている国連の強い信念を感じ、国際平和という言葉の持つ本当の重みが、私の

心に深く刻まれました。  

だからこそ、未来の国際社会を担う私たち若者世代が、模擬国連を通して、現状を知り、対話で異なる考え方

を共有し、世界のあるべき姿を考えることは、何よりも世界平和を実現させるための一歩になると私は信じて

います。 

 

 ニューヨークでの国際大会を経て、現実の世界を体感し、ここでは書ききれないほどの事を吸収しました。

しかし、その上でやはり重要だと感じるのは「運を味方につけること」と、「その偶然の１つ１つを逃さない

こと」です。 

 人生は偶然の連続です。全日で担当させていただいた国が二年連続でナイジェリアだったのも、A議場で心

温かい人たちとともに DR作成ができたのも、国際大会でスピーチを当ててもらえたのも、考えていた会議行

動がうまくいかなくて心が折れたのも、NPをほめてもらえてそこから会話が広がったのも、もっと言えば、優

秀賞をいただけたのも、GC の大学生や派遣生のみんな、そして優那と出会えたのも偶然です。今振り返ると、

探究することの面白さを知り、国際大会で言語の壁の高さと対話の重要性を再認識し、表敬訪問を経て世界平

和の実現の厳しさを実感したのもまた、偶然が生み出した成長のきっかけでした。それらの偶然が重なって、

今の私がいます。 

 しかし、そうした偶然を意味のある経験にできるかどうかは、自分自身の行動にかかっていると思います。 

「今だ」と感じても、行動に移さなければ意味がありません。そのためには、リサーチを重ね、自分自身の意

見をしっかり持っておくことが大切だと思います。 それは必ず、いざという時に一歩踏み出すための勇気と自

信になるはずです。  

 私はこれまで、会議の中で発言できるタイミングや、出会えた人とのつながりを活かしきれなかった経験が

何度もありました。だからこそ、偶然は一度きりであり、二度目はないということを知っています。チャンス

がいつ訪れるかを予測することはできませんが、それをつかみ取れるかどうかは、自分自身の努力にかかって

いるのだと思います。ニューヨークでの経験は、私にそのことを改めて教えてくれました。 

 これからの人生でも、どんな瞬間が自分の転機になっても後悔しないよう、常に学びと準備を積み重ねてい

きたいです。 

 

 そして最後に、それらの数ある偶然の中でも特別な意味を持っているのが、派遣 20期のみんなとの出会いで

す。 派遣 20期のみんなに出会えたことは、私にとって人生を変えるほどの幸運でした。 それぞれ違う考え方

や個性があり、ありのままに自由に自分の意見を交換できる、そんな雰囲気が私たちにはありました。それぞ

れが持っている、私にはない視点や考え方が大好きです。みんなと出会えて、ともに高めあって、励ましあっ

て、一緒に NYまで行けて、幸せでした。 

 NYに後悔が残っていないとは言い切れませんが、自分にとってこの経験は大きな糧になりました。模擬国連

で得た学びと成長をこれからの人生に活かし、より良い世界の実現に貢献できる人になりたいです。 

そして、私が最後まで前を向いてこれたのは、支えてくださった多くの方々のおかげです。一人ひとりと出会
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えた奇跡が、私の軌跡になっています。  

 本当にありがとうございました。この半年間は、私にとって一生忘れることのない宝物です！  
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私の最高な人生 

公文国際学園高等部 伊藤優那 

 

 

 本報告書をまとめるにあたり、私にとってこのニューヨーク派遣がどれほど

大きな転機となったかをお伝えするため、まずは私自身の個人的な葛藤と背景

から書き始めたいと思います。  

 

 私は昔から、いつも自分と他人を比べてしまう癖がありました。模擬国連で

優秀な人に出会えば落ち込み、学校のテストで高い点数を取る人を見ては落ち

込む。「完璧な自分」以外をなかなか許すことができない、そんな葛藤を抱え

ながら歩んできたように思います。  

 

 だからこそ、2025年 11月の全日本高校模擬国連大会で、ずっと夢だったニ

ューヨーク派遣の切符を掴んだ瞬間は、それまでの 2年半ひたすら自分自身と

向き合い、模索し続けてきたこれまでの歩みが認められたと感じた瞬間でし

た。しかし、その喜びの一方で不安もありました。派遣生として選ばれた仲間

たちは皆、高い英語力や人を惹きつける発言力など、際立った強みを持ってい

たからです。「本当に自分が選ばれてよかったのだろうか」と、ここでも周囲

と自分を比べては不安を募らせていました。  

 それゆえに、私はニューヨークという場所に大きな期待を抱いていました。 

 

「ニューヨークに行けば、私は変われるかもしれない」 

 

 世界中から集まる高校生と英語で対話し、国連という憧れの場所を訪れ、新しい価値観に触れる。その経験

が、人と比べてばかりの自分を少しでも前向きに変えられるのではないか、そう信じていたのです。 

 しかし、実際にニューヨークで待っていたのは、さらに広大で圧倒的な世界でした。 

 会場の空気や現地の高校生の英語力に圧倒され、思うように発言できない。準備してきたことも、ほとんど

活かせない。本当に悔しい思いをしたことを、1ヶ月経った今でも鮮明に覚えています。日本語以外の言語で、

違う文化圏の人々と対話することは、こんなにも難しいことなのかと、自分の未熟さを痛感しました。 

 そして何より、寝る間も惜しんで準備に没頭し、最前線で堂々と自分の意見を発言する同じ日本代表の仲間

たちと自分を比べては、「どうして私はあんな風に動けないのだろう」と不甲斐なさばかりが募っていまし

た。夢だったニューヨークに来ても、結局私はまた、人と比べてしまっていたのです。すべての会議が終わっ

た後、その思いが一気に押し寄せ、私は心から落ち込みました。  

 しかし、不思議なことに、私の心には悔しさ以上に充実感が残っていました。たくさんの壁にぶつかり、自

分の未熟さを突きつけられたはずなのに、あの場所で必死にもがいた時間のすべてが、自分にとって必要な経

験だったと思えたのです。  

 そう思えるようになったのは、この派遣を通してたくさんの成長があったからです。  
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 会場の空気に圧倒され、不甲斐なさに打ちのめされるような状況ではありましたが、私は英語面においてた

くさんの挑戦を重ねました。 「完璧でなくてもいいから伝えよう」と、恐れずにどんどん自分から話しかけ、

台本に頼らず即興でスピーチをする。そうして自分の言葉で必死に相手と対話しようとしたあの時間は、これ

までの私にはなかった、語学面での確かな成長と自信を私に与えてくれました。  

 

 そして、何より大きかったのは、派遣生のみんなの存在です。  

 

 これまでの私は、自分の足りない部分ばかりを見て、周囲の優秀さに圧倒されては落ち込んでばかりいまし

た。しかし、半年間仲間たちと過ごす中で、みんな私の良さや強みをお互いに認め、たくさんの言葉をかけて

くれました。その優しさに触れたとき、優秀な仲間たちは劣等感を抱く対象ではなく、お互いをリスペクト

し、高め合える大切な存在なのだと気づかされたのです。落ち込んでいる時にかけてもらった言葉や、何気な

い会話の一つひとつが、私の物の見方を、少しずつ変えてくれました。  

 

 人と比べて落ち込むことは、これからもきっとあると思います。しかし、以前よりも、自分の良いところも

認められるようになった気がします。  

 

 約 3 年間の模擬国連活動の集大成として臨んだニューヨーク派遣は、現地での挫折や学び、本物の「国連」

に触れた感動、どこを撮っても映画のような街並み、ニューヨークの気さくでオシャレな人々、そして何よ

り、自分自身の成長と一生ものの仲間との出会いという、想像をはるかに超える多くのものを私に与えてくれ

ました。  

 

 人と比べて悩み、自分の不完全さに苦しみ続けたからこそ、その歩みのすべてに意味があり、今の私の自信

に繋がっていると感じます。このニューヨークでの経験を経て、不完全な部分も含めて「これが私の人生だ」

と胸を張って進んでいける気がしています。   

 

 最後になりますが、これまで未熟な私をサポートしてくださったグローバル・クラスルーム日本協会の皆様

をはじめ、本派遣事業を支えてくださったすべての方々、共に高め合った派遣生のみんな、そして 3 年間どん

な時も共に歩んでくれたペアへ、心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。  
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外国人相手にどうやって議場で絡んでいくか 

 

灘高等学校 戸田 悠一朗 

 

 

1.会議の概要と準備 

 会議は NYのホテルで行われるもので、多様な地域から参加者が来ていまし

た。アメリカ出身がおそらく一番多かったと思われますが、メキシコ人、ス

ペイン人などのスペイン語圏及びロシア語圏がなぜかかなりいて驚きまし

た。ただアジア系はアメリカに帰化した人はいましたが、我々のようなアジ

ア出身のアジア人はいませんでした。また日本のように国内選考をしてから

派遣を決める形式の国は他にはもしかしたらないのかもしれません。例えば

メキシコ人たちに質問したところ彼らは学校のカリキュラムの一環として行

かされていると言っていました。 

 準備としては BGを読んで要約する、重要単語を押さえるという基本的なこ

とはしました。ただ国益設定がかなり難航しました。議題は宇宙空間での軍

縮の防止で担当国はクウェートだったのですが、イラン情勢の真っ只中とい

う時勢を鑑みれば正直会議でスピーチするよりも、もっと具体的に安全保障

に結びつく行動をしたいというのはクウェートの立場なはずで「俺ら会議に本当に必要か？」と思ってしまい

ました。最終的には地域安全保障の重要性を訴える一本張りで行こうということで決まりました。以上が準備

と言えるでしょう。あまりにどういう会議になるのかが見えなかったので必要最低限な準備をしてあとは当日

で様子を見てみようと考えていました。 

 

 

2.会議当日 

 実際に会議に参加してみると前述した準備は最低限で様子見する作戦が正しいなと確信し始めました。どう

やって会議するか以前にどうやって輪の中に入っていくかから一苦労だからです。前述の通りアジア系がいな

いせいで若干人種的な疎外感がありますし、英語能力的にも普通に会話している分には全く問題ないのです

が、条文作成に使うような高度な単語を高速で喋られるさっぱり理解できなくなってしまいます。まずはなん

とかこの壁を突破しようというのが一日目から二日目の前半にかけての課題でした。 

 まず試みた一つ目のやり方はウケを狙うというものです。会議は日本のものと違ってモデの比重が大きいの

で、モデで多少思い切ったスピーチをして注目を集めるのは一つのやり方だと思います。例えば我々の場合、 

一日目ではイランを名指しで批判するスピーチをしました。また二日目では国連のお土産屋で購入したマトリ

ョーシカをスピーチの中でのパフォーマンスとして取り入れました。こちらはかなり評判が良く、とりあえず

マトリョーシカを話題にすれば会話に入り込めるようになりました。やり方に再現性はありませんが、一種の

方針として参考になるのではないかと思います。 

 二つ目のやり方としては小集団を少しずつ味方につけていくというものです。大きい集団に一気に語りかけ

ることに関してはどうも向こうの人たちの方がなれているように見えます。ただ実際の日本の国連大使が他の

大使へのヒアリングと地道な調整を得意としているように、我々も会議に入り込めていない大使の意見を汲み

上げて流れを作っていくことが可能でしょう。私たちの場合はスペイン系の人たちやロシア系の人たちと個別

的にコミュニケーションを図っていきました。 

 

 

3.表敬訪問 



 

 

27 

 

      

 表敬訪問の中では特に梅津茂様のお話が印象的でした。国連で職員は一生懸命働いているように見えるが実

際は予算が足りていないのでパソコンが動かず実際にはそこまで働いていないのだとおっしゃっていました。

我々が模擬国連会議の中で「国連」という言葉を使うとき、それは非常に概念的で便利なものとしてイメージ

されがちですが実際のところ所詮国連も建物と職員の集合体であり、職員だっていつも働くわけではないので

す。国連をイメージではなく実体で捉えられるようになった点でとても有意義な気づきを得たと思います。 
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今日模擬国連に挑むなら 

灘高等学校 小森龍太郎 

 

 「なぜ模擬国連をするのか」という問いにぶつかり続けた一年間でし

た。 

 

 ある時期から、地方出身のもぎこっかー達と仲良くなりました。彼ら

曰く、模擬国連の会議での「前提」をまず知らない、ゆえに思ったよう

に活躍できない、とのこと。僕がうっすら感じていた模擬国連に対する

疑問が言語化された瞬間でした。 

 

 少し本を読んで勉強すれば、日本の模擬国連に存在する不文律は実際

の国連には存在しないものばかりだとわかります。例えば、yes-yes交

渉、外交会談、内政―外交のカテゴライズ、果てはグルーピングもそう

です。聞いたことないものばかりです。何なら虚構です。 

 そしてそれらは実際に模擬国連に取り組んでみないと予想もつかない

ものでしょう。会議経験が他大使に比べて圧倒的に少ないというのは、

想像以上の不利を生み出します。一年目の全日本大会では、僕達も会議

経験の少なさゆえに、不文律なるものを前提として動いている部分では他大使達についていけず、焦りから生

まれる的を射ない行動は周りに迷惑をかけるばかりでした。 

 

 そんな模擬国連に、また挑戦する価値が果たしてあるのだろうか。また、熟達した大使達の雰囲気に飲まれ

ていく一方ではないか。そもそも、国連の機能不全が当たり前な世界で机上の空論に躍起になることそれ自体

に白けていることもありました。 

 

 それでも、僕は模擬国連にもう一度挑戦したかった。その背後にあったのは、本を読み、国際政治を学ぶだ

けで理想を冷笑し、リアリズムを語るだけの人間になってしまうのではないか、という危機感です。裏交渉、

人脈、そして最後まで言葉を尽くす外交官の粘り強さによって世界が少しずつ動いているという実感、あるい

は外交に求められる「人間力」のような国際的エリートのセンスを実践で学ぶ機会は、やはり模擬国連でしか

得られないものでした。 

 

 僕達は国連を０から捉えなおし、模擬国連の一挙手一投足にどのような意味付けができるか考え続けまし

た。非公開外交と公開外交、裏交渉、スローガンの発布、大使が国連で国を背負って戦っているという現実。 

 本当の国連はもっと自由で多様であるはずだと理想を唱え続けながら、僕達は不文律から逸脱を試み続けま

した。それは楽しい作業で、模擬国連に再び意味を見出し挑戦することができました。周りからは浮き、顰蹙

も多く買うなど模範解答とはかけ離れていましたが、全日本大会で出した答えは僕達だけの模擬国連だった

と、自信を持って言えます。 

 

 そして世界大会は答え合わせでした。グループは流動し、モデでは激しい論戦が繰り広げられ、裏交渉と村

八分を繰り返すカオスな議場です。でも、その中で求められていたのは国連で最も必要とされるアドリブや人

間力であり、僕に残ったのは世界大会こそむしろ国連を模擬しているという実感でした。表敬訪問や派遣で国

際社会の漸進感に身を置いたこともあり、尚更日本の模擬国連が理想に対置されました。 
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 日本の模擬国連に存在する不文律は、なぜここまで力強く根を張っているのでしょうか。僕にとってそれら

は我々大使の可能性を国益の達成と議場の支配だけに限定するものでした。そして、地方勢にとってそれは足

枷でしかない。膨大な準備をしたのにも関わらず、不文律にのっとって周りから一蹴されている、そんな地方

出身の大使を僕は何度も見てきました。画一的な模擬国連の形は、僕が理想とする形ではありません。模擬国

連の可能性はこんなものじゃないはずです。 

 

 我々大使は、不文律を追い続けて「模擬国連」に勝つのではなく、勉強して悩み続けた先に掴んだ自分の大

使としての信念を実践していくべきではないでしょうか。現に、国益やプレゼンスだけではなく、どのような

形であれ、信念を持ち貫いた大使が勝利するように模擬国連はできています。「外交的勝利」をどこに置くか

で大使ごとに勝利の形は違います。そんな多様なスタイルがあれば、不文律を知らないことが弱点になること

も無いかもしれない。 

 

 今日、模擬国連に挑むなら。 

 いかなる逸脱をも視野に入れ、既存の枠組みを疑い、新たな模擬国連を模索し続けること。異なる信念をぶ

つけ合い、また別の模擬国連を実践し試行錯誤すること。相互作用し続け模擬国連の在り方自体が流動してい

く、メタの張り合いの積み重ねそれ自体にこそ、価値があるのではないでしょうか。そしてそれは、実際の外

交現場が日々移り変わる中で適応しようと努力し続ける外交官の在り方に通じるはずです。 

アドリブとロジックが、信念と国益がぶつかり合う。既存の枠組みを使う者がいれば、それを壊そうとする者

もいる。その中でなお、国益を達成し、議場を支配する大使が群雄割拠する、そんな想像もつかない模擬国連

を、僕はいつか見てみたいと思っています。次世代のもぎこっかー達は果たしてどんな大使になるのか。そし

て模擬国連という競技は今後どうなっていくのか。今からとても楽しみです。 

 

 最後に、ずっと見守ってくれた先生、迷惑ばかりかけてしまったグローバル・クラスルーム日本協会の方々

をはじめとする関わってくださった皆さまに改めて感謝申し上げます。 

そして、共に戦った 20 期派遣生のみんな、本当にありがとう。模擬国連に対して共に悩み、取り組み続けたこ

の経験は僕の一生の宝物です。 

 

 ずっと模擬国連に対して批判的に、冷笑的に、斜に構え続けていました。 

 それでも、こうして振り返ってみると、やっぱり僕は模擬国連が大好きで仕方ありません。 
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ちょっぴり苦くて、カオスで、綺麗な模擬国連 
 

渋谷教育学園渋谷高等学校 小島杏里 

 

 

 国連大学を出た瞬間、ペアと抱き合って号泣した夜を今でも覚えています。 

 

 2024 年の全日本大会。優秀賞をいただきながらも、同校から最優秀賞が出

たため、世界大会出場権は別のペアに委譲されました。16年間で一番努力

し、一番苦い経験でした。 

 

 それでも再挑戦を決められたのは、当時のペアだった央、その後一緒に全日

を走り切った結花と丹羽、振り返りメンターをしてくれた GC の皆様のおかげ

です。本当にありがとうございます。 

 

 2025 年の全日本大会。前年にわだかまりのあった大使が声をかけてくれま

した。 

「ごめんな。俺ら、一緒にニューヨーク行こうな。」 

こちらも謝り、晴れた心で会議に臨みました。まさか、本当に現実になるなん

てことはまた別の話。 

 

 最優秀賞を受賞した瞬間、絵具をごちゃ混ぜにしたような心境でした。優秀賞は、同校の戦友。それでも笑

顔で応援してくれた二人の思いを背負い、最後まで派遣に全力を注ごうと誓いました。 

 

 12〜1月に議題・担当国が決定。ハンガリー大使として ITU の「監視の再評価」を担当することになりまし

た。主な焦点は、国家の安全保障と個人のプライバシー権をいかに両立させるか。会議では、「法の支配」

「自由と安全保障の両立」「全方位外交」を 3つの軸に、EU・アメリカ・中露をつなぐ中立の橋となることを

目指しました。 

 

 リサーチを進める中で、メンターを担当してくださったグローバル・クラスルーム日本協会スタッフの稲垣

さんの「ミクロを詰めた後は、マクロで捉えなおす」という助言が心に残っています。外交関係や専門知識に

没頭しがちな私たちに、会議全体を俯瞰する視点を教えてくれました。 

 

 3月末には JMMUNに参加し、自身のレトリックの未熟さを痛感。慣れ親しんだ日本の模擬国連と全く異なる

形式にも焦りました。それからは、監視を扱ったディベート動画を見たり、即興で使えるレトリック集を作成

したり、スピーチを録画して自身のジェスチャーの癖を確認・矯正したり。直前期には小池さん・稲垣さんと

モデの即興シミュレーションを行いました。政策発表会では全米団やメンターの方々と政策の履行を確認する

仕組みを考案し、アフリカ・中東の国など、スタンスが異なる他国の目線から議題を捉え直す機会がありまし

た。 

 

 順調、順調。しかし、渡航直前から状況は一変。 

 

会議 10日前：ハンガリーで 16 年ぶりの政権交代。 

3 日前：ペアが派遣に参加できなくなる。 

2 日前：論点が発表され、飛行機の中でスピーチを書き直す。 

1 日前：ホテルの部屋から閉め出される。 

 

 カオスが重なるたびに、不思議と心は安定していきました。 

 「これ以上のトラブルはないだろう！」と思い迎えた会議。 

 会議前からホテルのエントランスで交渉が始まり、議場では引き抜き・スポンサー争い・コンバインの拒

否、クライシスが続き、大混乱。議場から取り残されるグループも現れました。そんな中、一緒に 3 日間グル

ープを率いていたコロンビア大使が「裏で別の動きをしている」という話を耳にします。 
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 「どうしよう。一番信頼していた味方に、裏切られたかもしれない。」 

 

 カオスの中で迎えた、中高生活最後の模擬国連。もう受賞のことは忘れていました。 

 最後の最後、議場に残したいと思ったのは、自分のエゴでした。 

 それは、5年間の模擬国連で培ってきた、誰も取り残さない姿勢。共感と信頼でした。私は最後のスピーチに

臨みました。 

 

“True diplomacy is not about loud voices. It is not about winning or losing, nor about overpowering others by force.  

It is about empathy. About listening and understanding. It is about lending a hand to others, even when it doesn’t mean your 

profit.” 

本物の外交とは、声の大きさでも勝ち負けでもない。相手の声に耳を傾け、理解しようとすること。そして、

自分の利益にならなくても手を差し伸べること。 

 

 私は、「監視の再評価」をめぐる国際社会の歩みと、合意形成を目指す意義を訴えました。 

 

 その後、コロンビア大使を巡る話は事実ではなかったことがわかりました。彼らは最後まで味方でいてくれ

たのです。その後、一部が反対していたコンバインも実現し、取り残されていたグループとも全体協議を行う

ことができました。コンセンサスには至らなかったものの、来年も ITU会合は続くこと、そして私たちも対話

を諦めないこと。その価値を共有できました。 

 

 全てをやり切り、この会議に、5 年間の模擬国連人生に、一切の後悔はありませんでした。 

 

 模擬国連が私に教えてくれたのは、『人を信頼する勇気』です。 

 

 この会議で、シングル大使として参加した私は、常に誰かを頼らなければなりませんでした。EUへのメモ回

しを手伝ってくれたアイスランド大使、他グループの状況を共有してくれたコロンビア大使、全体協議に応じ

てくれたカナダ大使。これまでペアの中で完結していた全てを他者に委ねる経験でした。 

 

 人を信じるのは怖いことでした。実際、模擬国連で何度も裏切られてきたし、自分も誰かを傷つけてきた。

そのうえ、人に頼ることは弱さだと思っていました。 

しかし、その弱さを見せることで、信頼は始まりました。信頼とは、傷つく可能性があってもなお相手を信

じ、自ら心を開くことでした。 

 

 コロンビア大使と信じ合ったこと。取り残されていたグループを合意形成に巻き込んだこと。対立していた

国々が最後には一つになり、会議後にハグを交わしたこと。そして、かつてわだかまりのあった大使が「一緒

にニューヨーク行こうな」と声をかけてくれたこと。 

 

 中満泉さん、梅津大使、古川友理さんが口を揃えて仰ったのは、「外交は人と人との営みだ」ということ。

相手の善意を信じ、対話を諦めず、違いがあっても同じテーブルにつく。その積み重ねが合意形成に繋がるこ

とを強く実感しました。 

 

 外交と人間関係は、信じて頼る勇気から始まる。そんな学びを得ました。 

 

 最後に。シングルで臨んだ会議でしたが、一秒たりとも一人ではありませんでした。派遣 20期、先生方、グ

ローバル・クラスルーム日本協会のスタッフの方々、スポンサーの方々、渋渋模擬国連部、友人、そして会議

で出会った大使の皆に支えられて、最後まで大好きな模擬国連に打ち込むことが出来ました。宝物のような時

間を、本当に、本当に、ありがとうございました。 

 

 模擬国連は、私に信頼の尊さを教えくれました。これからも対話を諦めない人でありたいと強く思います。 

 

  



 

 

32 

 

      

私の知らない世界 
 

小林聖心女子学院高等学校  北場千晶 

 

 

今回 NY で行われた国際大会の参加や 3 年間の模擬国連人生を通じて様々な学

びがありましたのでご報告いたします。 

 

私たちは ITU 議場で監視の再評価という議題を担当しました。従来の「見張る」

監視に加えて、技術の進歩により企業による情報収集も監視の一種ととらえられ

るようになった今、監視とどのように向き合っていくべきかーについて議論しま

した。私たちの担当国であるクウェートは国外に対しては人道支援を行い、人権

意識の高い国としてふるまっていますが、国内ではビドゥンと呼ばれる無国籍者

や首長批判者に対して非人道的な扱いをしているという非常に難しい立場だった

ため、自国のスタンスを固めることにとても苦戦しました。そして、あまりに広

範囲な議題であり、自分たちの立ち位置を見失いそうになることが何度もありま

した。そのため、試行錯誤の中で、世の中に存在する監視を「監視 A」「監視 B」

といった独自のカテゴリーに分類して整理するなど、自分たちの頭で考え抜く姿

勢を貫きました。 

 

こうした入念な準備を経て臨んだ実際の会議では、言語という大きな壁に直面

しました。 

私は英語力にあまり自信がなかったので、自分の持ち前のコミュニケーション能力と明るさを活かし、１対

１の対話を大切にしました。しかし、会議では自分の意図が的確に伝わらないもどかしさを多々感じました。

さらに、海外の模擬国連は日本の模擬国連とは違い、スポンサー争いが激しく、議論の輪に入ることができず

に、悔しい思いをしました。しかし、完璧に英語を話せなくても相手が理解してくれるまで粘り強く話を続け

ることが何よりも大切である、ということに気が付くことのできた刺激ある 3日間でした。 

 

また NY派遣に伴い、私達は国連大学本部に訪れ表敬訪問をさせていただきました。今回、国連ボランティア

計画ついて説明してくださった方は聖心の卒業生の方で、同じ聖心の先輩がご活躍されている姿を実際に拝見

することができ、とても光栄でした。特にお話の中で、「したいこととできることは違う」と仰っていたこと

が印象に残っています。政策立案の前提と条件を明確に区別することが実効性のある政策立案をする際に大切

なのだと気が付くことができました。 

 

中学 3 年生で模擬国連を始めるまでの 15 年間、私は温かい環境の中で両親に守られて育ってきました。模擬

国連はそんな私に新しい世界があることを教えてくれました。そして、自分がこれまで見てきた世界はとても

小さな世界だったのだと気づかせてくれました。しかし同時に周囲のレベルの高さに直面し、「同じ高校生の

はずなのに、なぜこれまでに違うのか」と自分の未熟さに何度も挫折を経験した３年間でもありました。そん

な私をいつも多くの人が温かく支えてくれました。毎回の練習会議の後に必ずアドバイスをくださった顧問の

先生。派遣準備期間中に、私の質問を親身になって聞いてくださった GCスタッフの方々。また、私に沢山の刺

激を与えてくれた 20 期派遣生の仲間。そしてなにより、３年間活動を共にしてくれたペアの永原さんには、言

葉では表しきれないほどの感謝でいっぱいです。私がこれほどまでに模擬国連に夢中になり、最後まで楽しく

続けることができたのは、多くの皆様の支えがあったからこそだと心から実感しています。高校生活の中で、

全日本模擬国連大会での最優秀賞受賞、そして NY派遣という夢を叶え、新しい世界を見られたことは私の人生

の宝物です。 

      

最後になりましたが、第 20 期派遣事業に携わってくださったすべての方々に、深く感謝申し上げます。 
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What’s 模擬国連？ 

小林聖心女子学院高等学校 永原泉 

 

 

私たちは ITU 議場で監視の再評価という議題を担当しました。従来の「見張

る」監視に加えて、企業による情報収集も監視の一種ととらえられるようにな

った今、監視とどのように向き合っていくべきかについて議論しました。私た

ちが担当したクウェートは裏表が激しい国だったためスタンスを固めることに

苦労しました。国外に対しては人道支援を行い人権意識の高い国としてふるま

っているが、国内ではビドゥンと呼ばれる無国籍者や首長批判者に対して非人

道的な扱いをしている。それに加えて、湾岸戦争で支援を提供してくれたアメ

リカを無視することができない、という非常に難しい立場でした。 

 

また、私たちは PP(ポジション・ペーパー)に力をいれました。PP 賞はかな

いませんでしたが、クウェートのスタンスや政策、私たちの考えた監視の分類

とその問題についてたった１枚の紙に収めるために全力を尽くすことができま

した。過去に PP賞を受賞された派遣 OGの方の PPと見比べて、自分たちには

何が足りないのかを分析した時間は、議題理解を深めることにもつながりまし

た。 

 

実際に会議に参加して私が強く感じたのは形式的な違いではなく、模擬国連の趣旨の違いでした。日本の模

擬国連は、国際社会での対立軸とその背景を理解し、会議をとおして交渉の難しさを知ることが趣旨とされて

いると考えています。各国それぞれ国益が異なるなかでどのようにして合意を形成していくか、ということを

私自身考えてきました。しかし、海外の模擬国連はリーダーシップや発表能力を磨くための活動として参加し

ている人が多いように感じました。実際に海外の大使のスピーチは迫力があり、アンモデではほとんどの人が

積極的にリーダーを務めようとしていました。全日本大会での細やかな個別交渉を評価された私にとって、自

分の得意分野が通用しないなかでの厳しい戦いとなりました。そんな中でも、数か月間メンターと一緒に考え

てきた政策を無駄にはしたくないという一心でなんとか DRに自国の政策を乗せることができました。自分が

意見しやすい環境が整っていた夜間交渉では、リーダーシップを発揮することができたと思います。 

 

表敬訪問では、世界の第一線でご活躍されている方々とお会いできてとても光栄でした。国連のリアルを聞

くことができたお話の内容はもちろんのこと、それぞれの方のオーラや覇気を感じることができて感激しまし

た。特に、私も泉という名前なので、中満泉さんとのお話で、自分と同じ名前の人が活躍していて嬉しい気持

ちになりました。 

 

振り返ってみると、自分に達成できそうなことだけ頑張っていた私にとって、模擬国連は人生で初めてでき

そうにないのに頑張ったことです。夢のまた夢だった NY派遣のためにここまでがむしゃらになれたのは、ペ

アの存在があってこそです。模擬国連に参加する生徒が少ない小林聖心で、3年間一緒に頑張り抜くことができ

るペアと出会えたことは、今までの人生で最も幸運なことでした。 

 

ＮＹ派遣で私にとって強い刺激となったのは、一緒に派遣された 20 期のメンバーです。そして、20期がここ

まで深く仲良くなれたのは「日本で」模擬国連をしているから、というのが私の考えです。全日本大会で派遣

団に選ばれるには、深い議題理解と政策は大前提として、やはり戦略が欠かせません。それぞれの大使は自分

の強みを見つけ、それを生かして会議行動に臨んでいます。選ばれたメンバーだからこそ、それぞれの自分に
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しかできない洗練された会議行動には、お互いに強いリスペクトが存在しているのだと思います。競技性が高

まるにつれ、「実際の国連ではそんなことはしない」といった批判を受けることもあります。しかし、私はこ

の競技性こそが日本の模擬国連を発展させてきた原動力だと思います。 戦略が必要だからこそ、会議行動をレ

ビューする中でフロントとの縦の繋がりが生まれる。自分の行動を磨くために他国の大使を参考にするから、

横の繋がりも生まれる。そして、私たちが後輩に何かを還元しようとするとき、やはり会議行動の指導という

形になります。競技性があるから全国の高校生が夢中になって、20期も深い絆で結ばれたのだと思います。 

 

最後になりますが、今回の派遣にあたってたくさんサポートしてくださった GCスタッフの皆さんに心から

感謝申し上げます。本当にありがとうございました。  
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支援団体一覧 

本事業の実施にあたり、多くの方々から温かいご支援を賜りました。ここに厚く御礼申し上げますととも 

に、謹んでご芳名を掲載させて頂きます。 

 

 

後援 

外務省 

文部科学省 

国連広報センター 

国連ユニタール CIFALジャパン国際研修センター 

 

 

助成 

公益財団法人公文国際奨学財団 
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